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はじめに1）

　ジャイナ教は，成立時期と地域を仏教と岡じくし，その教団は現在までインド管内で存続

してきた。聖典を伝承し，女性の出家者を認め，出家者力三衣を着用する白衣派と，修行を

積んだ男性当家者が裸形をとることを認める裸形派（空衣派）に大別される。ジャイナ教と

仏教はともに解脱を翻票として，それに到達するための手段を説く。爾教の伝承する経典に

は，共通する用語や概念もみられる。一一方では，仏教にとってジャイナ教は同時代における

対抗勢力の一つであり，両教の聖典の教導的な部分には互いに三門的な藩及がみられる。例

えば，仏陀はためにならない即行は捨てて瞑想（Skt　dhyana，漢；訳禅定）による解脱を説い

たため，苦行至上主義の代表格としばしば晃なされるジャイナ教から，仏教は楽により楽を

得ると批判される［谷川1979：3！］。

　つまり，岡一の目標をもちながら，そこに至る手段に両教の相違が見られるということで

ある。井野の経典に共通する用語にも，立場の違いに基づく，意味上の違いがある場合もあ

り，そのような用語について文献学的な研究が続けられてきた。本稿では，パーリ仏典と白

衣派ジャイナ聖典にともに使用例のある，動詞、／11　‘to　cling’と前接辞のうちで主にprati一，

或いはsam一との複合語を取り上げて2），両経典にみられる用例の検討を通して，使用法の

差異を指摘し，それに基づいて各々の特徴を明確にしたい。この語は後述の如く，「閑贋坐

臥（viviktaSayanasana）」とともに使用されることもあり，爾語は関わりがあるとみられる

が，本稿では誼と派生語の用例を検討することとし，後者との関わりについては別稿を期

したい。

！）本稿は，「京都エラスムス計画　　持続的祉会発展に向けた次世代アジア共嗣研究リーダー育

　成」（京都大学）の麗際研究機関派遣（2儀1年度）の助成を受けた，その成果である。

2）P躍には，晦と萬接辞prati－sam一の複合語は挙げられていない。　Monier　WIUiamsの梵英辞典

　は，prat三samplayana，”samlinaを挙げるが，その出典は梵語仏典である。
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1パーリ仏典における用例

　1　patisallana

　まず，パーリ仏典において，動詞prati－samVliは「退く」を意味し，　pat（／t）isallana／‘’ina

は，人気のないところ等に挫くこと，退いた（ひと）」を表す3＞。しばしば雨期に退い

て瞑想を行うといい4｝，退く目的の一つは瞑想することとみられる。そして，Thera　577は

比丘が退くに相応しい場所を次のように述べる。

　　vivittaip　appanigghosam　va4amiganisevitam，

　　seve　senasanam　bhikkhu　patisalldnak2rana．

　　For　the　sake　of　solitary　meditation，　a　bhil〈khu　should　resort　to　a　lodging　which　is

　　secluded，　with　little　sound，　haunted　by　beasts　of　prey　［Norman　1969　：　57］．

　　独り瞑想するためには，修行者は，遠く離れて，騒音の少ない，猛・獣の出没するような

　　臥処を受用すべきである［中村訳1982：127］。

　より具体的に，退く場所として，村から往来可能な範囲で適度な距離があり，人気がなく

静かなところは，退くに彬応しいといわれる5）。このような場所にf退いた入の心には考え

が生じる（patisallinassa　evam　ceto　parivitakko　udapadi）」といい，考えごとをするに適し

た状態にあることがわかる。そして，退いている人に近づくことは揮られている6｝。さらに，

出家者には教示・質問・ヨーガとともに退くための時間があり7｝，出家者の行うべきことの

一つである。また，退くことを楽しむことは，世尊によって坐臥の使用を認める理由の一つ

3）　SN　I　IV．1．2（103，7）＝Vin　I　l．5．2　（4，32）：atha　kho　Bhagavato　rahogatassa　patisaliinassa…　「さ

　て，批尊は人気のないところに行き，退いて……」

4）　DN　II　xix，38（237，！4－！5）：Yo　vassike　cattaro　mase　patisalllyati，　karunaip　jhanapa　jhayati．「雨

　期の4ヶ弩問，退き，悲の瞑想を行うもの。」cf　DN　II　xix．38－43，　DN　II　xxi．1．5（265，2＞．

5　）　Vin　H．22．16　：　kattha　nu　kho　bhagava　vihareyya，　yapa　assa　gamato　n’　eva　avidUre　na　accasanne

　gamanagamanasampannamp　atthik2nargiatthikanaip　manttsanam　abbikkamaniyana，　diva　appakii］一

　paip　rattim　appasaddapa　appanigghosaip　vijanavatam　manussarahaseyyal〈apa　patisal｝anasa－yuppan

　ti、「実に，世尊はどこで過ごされるべきであろうか。それは，村から遠すぎず，近すぎず，往来

　することができて，相応しい人々が，近づくことができるところであろう。H中は混み合わずt

　夜にはわずかな声や膏しかせず，人々から離れて，人気のないところに寝床があるのが，退くに

　相応しい。」砿MN　III　108（13，絡一24）．

6）　Vin　III　XV．　1．1：　iccham’　aharp　bhikkhave　addhamasapa　patisaliiyitLnp，　n’　amhi　kenaci

　upasamkamitabbo　afifiatra　ekena　pipdapataniharakena　’ti．「比玩らよ，私は，半月閥退くことを望

　む。施食を運んでくる一人以外，誰も近づくべきでない。j　DN　I　vi2（15U－2）：al《自lo　kho　avuso

　Bhagavaata鵬dassanaya，　patisall夏no　B難agava　ti．「長欝なる方よ，世尊に会うに適した時ではない。

　世尊は退かれているから。j　c£　1）N　I工xxi，1．IO；III　xxv．1，　SN　I　VL　1．6－8；V工，2．7，　MN　II　78（23，

　5－6）．

7　）　Ais4T　IV　LXIV．　7　（l14，　27－28）　：　ayaip　kalo　uddesassa，　ayaip　ka｝o　paripucch2ya，　ayam　1〈alo　yogassa，

　ayarB　kalo　patisal12naya　ti．ヂこの聴問は教示のため，この時間は質問のため，この時間はヨーガの

　ため，この時問は退くため。］



30 八　木　綾　子

とされる8｝。加えて，退くことは，遠からず漏滅に到達する比丘が具える七つの性質の一一つ

であり，「信仰のある（saddha）」や「戒を持つ（silavat）」とともに列挙されているf｝｝。

従って，出家者の行であるp頗sallanaは，「人気のない所に行き（rahogata）」，「離れた坐

臥（vivitasaya“asana＞」を心いることを基本としつつ，その意味は「退く」0）みに限られ

ないことが看取できよう。

　比丘がこのようなpatisallanaを行った結果について，　Sapayutta　Nikaya　IIIの腿くこtj

という小事は，色・受・行の生成と帰滅を知るといいiC｝），　Itivuttaka　45は現法における智慧

か有余における不還が期待されるという11｝。

　他方，主にJatakaにおける配1常的な場徽では，　pa6sallanaは，夜に人々が住まい等に退

くことや12），腹ばいになって茂みに隠れた犬に対して用いられる（拍IV　504圭3う。この二つ

の用例からは，市中から住まいへ，あるいは，遜り道から茂みの巾へというように，話題の

中心から離れる動きをpatisallanaは表すことが理解される。

　このJa　Iv　504における，犬たちが腹ばいになり茂みに退くという動作は，声を出す等の

8＞　DiN　III　xxix．　22　（130，　i4一｝9）：Yarp　vo　maya　senasanam　anufifiataip，　alapa　vo　tam　yci　vad　eva

　sitassa　patighataya　uljhassa　patighataya　dapasamakasavatatapasirimsapasamphassanag｝　patigha－

　taya　yavaδeva　utuparissayaviaodaka単patisall細論ama之tha釦，　f私により，汝らに，坐臥は認めら

　　れている。全くそれは，寒さに打ち勝つため，暑さに打ち勝つためt蚊・虻・熱風・蛇類との接

　触を避けるためであり，実にt聴節の危難を除くため，退くことを楽しむためである。」＝・MNI2，

　AN　III　LVIII．　4．

9　〉　AN　IV　LVII．　1－2　（85，　！－6）　：　1，　Sattakl　bklkkhave　dhammehi　samannagato　bhikkhu　na　cirass’　eva

　asavanarp　khay2．．，　sacchil〈atva　upasampajja　vihareyya．　Katamehi　sattahi？　2．　ldha　bhikkhave

　bhikkhu　saddho　hoti，　silava　hoti，　bahussuto　hoti，　padisallino　hoti，　ayaddhaviriyo　hoti，　satima　hoti，

　pafifiava　hoti．

10）　S｝isl　III　XXII，　6．2：　Patisallarpe　biiikkkave　yogam　apajjatka　patisaliino　bhikkhave　bhikkhu　yatha

　bhatam　pajanati．　3．　｝〈inca　yathabhE－itam　paja－nati．　Rrkpassa　samudayaR　ca　atthagamafi　ca　Vedanaya

　samudayaft　ca　atthagamafi　ca．　Sahl〈harafiaym　saiT｝udayafi　ca　atthagamart　ca．ギ2t比丘らよ，退くこ

　　とに奪心しなさい。比丘らよ，退いた比丘はありのままに知る。3．何を，ありのままに知るので

　　すか。色の生成と三口を。受の生成と帰滅を。行の生戒と帰滅を。」

1｝）　lti　45　（p．　39）　：　Patisaliarparamatiaip　bhil〈khave　viharataip　patisalianaratanapa　ajjhattaip　cetosa－

　mathamanuyuttanapa　anir2katajj’han2naip　vipassanaya　samannagatanaqi　bralietafiam　sufirtagAra－

　narp．　dvinnam　phalfiRaip　afifiatai’am　phalaip　patikafikhaip　dStthe　va　dhamme　artfia，　sati　va　upadisese

　　aRagamita　ti．　r比丘らよ，退くことを楽しみ，退くことに満足し，内心の寂止に努め，縷想を疎

　　かにせ、ず，観をそなえ，もろもろの空家の増益潜として過ごしているもの（比丘）たちには，二

　　つの果のうち一方が期待される。現法における智慧か，あるいは有余における不還である。」

12）　Ja　III　318　（60，　17－20）：　ayam　coro　raithe　pal〈ato，　samandhakaram　ttiva　hotu，　atha　nam

　　manussaRarp　patisalianavelaya　ghatappesa．mmiti　apadesam　katva　muhuttarp　vitinametvA　manus－

　　sesu　patisallinesu．　．．「この盗人は，王民の中で知られている。真っ暗になるまでいろ。入々が退

　　く蒔隣に，私は殺させよう，と指示して，1ムフールタの時澗を過ごし，人々が退．いた時に」c£

　　Ja　II　177　（77，　l！，　13）；III　416　（4！5，　14）；IV　49i　（333，　21）．

｝3）　Ja　IV　504　〈438，　5－7）　：　susikkkit2　koleyyaka　suna｝〈h2　taya　safifiaya　gumbapa　pavisitva一　ltdareRa

　　nipajjimsu．　So　tesam　padisalllnabhava．粗餓va＿．「よく調練された繁性のよい犬たちは，彼の．合図

　　によtl　，茂みに入って腹ばいになった。彼は，彼ら（犬たち〉の退いた状態を知って。」
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一部の行為を郷制することを伴う。i司様に，出家者の場合には，人気のないところへ退き，

一部の行為を抑制することをpatisallanaは表すとみられる。そのような心身の状態は，静

慮し瞑想するに出品しいものであろう。次にVliと結びつく他の前接辞の用例を確認、したい。

　2sam一，浄，　p撒ti「僑に由来する語

　sam、／liに由来するsallinaは，否定辞a一と結びついて用いられることが多く，「不退の」

を意味する。心（citta）や活力（virya）を形容して，入滅する釈尊の描写でも用いられ

る1’；｝。al／IIに由来するとされるallinaは，くっつくt執着するを意味する15｝。高調prati、〆li

はprati、〆kutとprati、／vytと並麗されて，手で刀を反らせるようにt離れていく動きを表す

と見られる】6｝。心（citta）が主語となる用例もある17｝。過去分詞pati11naの用例は限られる

が，人の優れた資質を表す語とともに挙げられて（Sn　852　i81），複合語の前分となる用例も

確認される19・）。また，釈尊も「控えた牡牛（patilinanisabba）20｝」と欝われる。そしてt控え

ている（pati11na）比丘をAN　II　38．4は次のように述べる。

　　Katliaii　ca　bhikkhave　bhikkhu　patilino　hoti？　ldha　bkikkhave　bhikkhuno　asmimano

　　pahlno　hoti　ucchinnamalo　t21avattht！kato　anabh2vakato　ayatiqi　anuppadadhammo．　Evam

　　l〈ho　bhikkhave　bhikkhu　patillno　lioti．　（AN　II　38．4）

　　比丘らよ，控えている比丘はどのようですか。比丘らよ，この糧で，比丘の私はという

　　愚いは放棄されていて，根が切断されたターラ樹の如く，有を作らず，将来に，発生し

　　ない性質のものである。比丘らよ，控えている比丘は，実にこのようである。

　以上のパーリ仏典におけるVIIと結びつく前接辞の用例のうち，　a、〆hは視点の方へ向かっ

ていく動きを表し，その他の前接辞と結びついた、／liの用例は離れていく動きを示すとみら

れる。salllnaは，否定辞a一とともに心や活力に対して肯定的に用いられる。　patillnaの用例

は限られるが，思いが放棄された比丘の状態を表す。patilinaと比較すると，　patisallinaは

引き退くという実際の行動を示すと晃られて，それは心身の動きの抑制を伴うといえよう。

14）　DN　I　xvi．6．10（＝＝Thera　906　：SN　1　VI．2．5）：asa1｝lnena　cittena　vedanam　ajjhava－sayi．「不退の心

　でもって，痛みに耐えられた。」

15＞　ex．　MN　I（80，28＞：udaracchavi　piCth三ka壌aka甲al11na．．．「お腹の皮が背骨にくっついて。」

！6）　SN　II　XX，　5，2　〈265，　4－6）　：　Ahain　imam　sattim　tinhaphalam　panina　va　mutehina　va　patileptssami

　patil〈ottissami　pativattessamlti．「私は，この先の鋭い刀を，手で或は拳で反らせ，曲げて，反転

　させよう。」

17）　AN　IV　XLVI，　4　（p．　47），　MiSindapanho　p．　297，

18）Sa　852：patiilno　akuhako　apihalu　amaccharl，　appagabbho　aleguccho　pesuoeyye　ca　no　yuto．「控え

　て，騙さず，熱望せずt慰己中心的でなく，妨害せず，嫌悪せず．陰獄にとらわれない人。」Pj　II

　（p，　549）　：　patillno　ragadlnam　pahinatta　tato　apagato．　．　．

！9）S鷺810〃：patillnacarassa　bhikkhuno「控えて行動する比丘j　Pj　II（p．534）：tattha　patil漁caras農

　ti　tato　tato　patillnaip　cittaip　katva　carantassa．　．　．

20）　SN　I　H．　L7．1：yo　j醸nam　abuddlよi　buddho　pa㌻i圭lnan三sabho　mu癒ti．「悟り，控えた牡牛であるムニ

　は，瞑想に気づいた。」
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これは，前述のThera　577のpatisallanakarapaに対する注釈の21｝，心を対象から引き戻す

ことという説明とも矛盾しない。

∬　ジャイナ聖典における用例

　l　pa麟sa単hna壊をめぐって

　ジャイナ聖典における用例をみる前に，パーリ仏典ではpatisallanaは，一一連の文脈の中

で瞑想（dhyana）とともに用いられて，心身の働きの抑制を伴うとみられることから，

ジャイナ教における瞑想と，心あるいは意の制御について確認、しておきたい。瞑想は呼吸法

や坐法とともに精神颪にも関わる，汎インド的な行法である。現在，ジャイナ教の古来の瞑

想法は伝承されておらず，途絶えた理由は明らかでない。後に，瞑想は内的苦行の第六とさ

れて，解脱の最終段階において霊魂は醸想をしつつ全ての業を滅して解脱すると言われるよ

うに，ジャイナ教の解脱道でも重要な旧劇を果した。文献から申世には修行において重要で

あったことが確認されるが，古屡聖典での記述がさほどみられない理由も不明である

こDundas　2002：166－！69］22）。しかし，　Mahavlraの苦行の様子を伝えるAydra7：zga　1．9章には

まとまった使用例があり，瞑想は祖師に帰せられる行為であるから，その重要性が窺がえる

［谷川1979二42］。

　瞑想とも関わるひとの内面について，周知のとおり仏典では心（citta）や意（manas）と

いう語を用いてその制御を説く。そして，五根に加えて意は第六の感密と位置づけられる。

一方，ジャイナ聖典では、古屡において五根とともに意が知覚器官と位麗づけられることは

ない［安藤1991：232－238］。もっとも，ジャイナ教も行為～般を，意・口・身によって分

類するために意という語は使用されて，聖典の新しい部分ではf非感宮（no－indriya，　anin－

driya）」と称される。

　さて，ジャイナ聖典におけるpadisafpllnataは，6種の外的苦行の一つである

（Viyahapaprpatti　25．7，　Aup§30，　Tha照6）。解脱に到達するためには，霊魂（jlva）を束縛

している業物質（karman）を滅する必要があり，その手段として「苦行によって古い悪

［業3を振り払う（Dasav　le．7り231」というように，苦行（tapas）が挙げられる。古層聖典

は，苦行の内容を具体的に述べないが，後に内的・外的に区別される！2種類にまとめられ

た［榎本1987二12－16］。外的苦行の6番目として用いられる語には異同があり，padisamli一

21）　Comm．　on　Thera　577：　patisallanakftc　rapa　ti：　patisallana　ti，　cittayp　nanarammapa　nivattetva，

　kammatthaRe　yeva　cittassa　pa㌻ipati，　sammadeva，　alliyan’atthaqi．「「退くために」について，退く

　とは，心を種々の栂象から引き漢して，まさに瞑想の対象に対して，心が実に正しく，くっつく

　という意；味0

22＞古脳部分を含むとされるAydirafbga，　St2yagada，α嬬勿売のクとZ）asaveydiliyaの4つの墾典に限

　ると，名詞lhapaも動詞lhalの粥例も多くはない。　vaord　fndex　1999：58を参照。

23＞　tavas2　dhu取ai　pur農再1ap農vagar口
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nataの他に，　samliBaya（Utt　30．8，　PRP！75，　Samav　6＞とviviktasayanasana（TAAS　9．！9）

がある2％これらの中で，「苦行道（tapasmarga）1という章題のUttara？）72dydi　30．28はsam－

1恥ataの内容として閑居坐臥を用いることを述べていて25），外的苦行の第6番穏の基本的な

内容は閑居坐臥を難いることといえる。なお，この閑居坐臥に退くことが解脱道において果

たす機能を，Utt　29．31は行動の防護といい，解脱や賞誉につながるものである26）。

　上記の，外曲苦行が書及される箇所以外のpadisamlinaのXIXYIjは，　Dasav　3．12とUtt　l　l．！3

に晃られる。

　　　ay2vayanti　gimhesu　hemantesu　avauda，

　　　v譲sasu　Paζ匡isa寧1夏聡且sarpjaya　susamahiya　（Dasav　3ユ2＞，

　　　［Monl〈s　who　are］　controlled　［and］　eagei一　endure　the　heat　in　summer－time，　in　the　cold

　　　season　they　go　about　uncovered，　during　the　rains　they　live　secluded．（Schubring’s　K二leilte

　　　Schriften，　p．　201）

　　　kalahadamaravajjie　buddhe　abhijamie，

　　　hiriixiaip　padisamli￥e27’　suvinle　tti　vuccai　（Utt　I　I．！328｝）．

　　　口論と騒動を避けて，悟り，高貴な生まれで，董恥心を持ち，退いたものは，よく導か

　　　れたものと霧われる。

　Dasav　3．12“が述べるように，ジャイナ教でも出家者は爾期の期間は移動を戸惑して，滞

在所に留まる。「小行（k＄udracara）」を述べるDasav　3章の，12偶の前後では，五根の制御

や，寒暑・虫・周囲からの妨害等の修行者に対する様々な危難（parlsaha）の調御を説くL’9・）。

24）iSJ衣派と空衣類の双方から権威を認められる，　Umasvatiによる『諦義証得経
　　（Tattvarthtidhigamas自tra）』9．19では，外的苦行の5番目と6番目の順序が逆である。［驚著者に

　　よるPRP　l75は，　Utt　30．8と岡じ順序である。またt　TAAS　9．19の肉註ではsalplipataが用いら

　　れている。TAAS　9．19：ana§a鷺avamaudarya－v￥ttiparisahkhyanarasatyitgavivikta§ayyasanakaya－

　　kEeSa　bahyana　tapab．（五番穏に対する自註）：viviktaSayyasanata　nama　ekante　’nabadhe　’samsal〈te

　　strlpaSu＄arpdakavivarjite　Sanyagaradeval〈ula－sabkaparvataguhadlRarn　anyatafn　asmin　samadhyar－

　　thaip　saiplinata．　PRP　175Cd　：　rasatyagab，　1〈ci　yakleSah　sarplinateti　bahyam　tapah　proktam．

25）　Utt　30．28：egantamapavae　itthlpasuvivajjie，　saya醸sapasevapaya　vivittasayapasa導arp．「人の来

　　ない一所で，女性と家畜が除かれたところで，坐臥を用いることが，閣層坐臥である。」

26）　Utt　29．3！　：　vivittasayarpasailayae　pam　bhante　jlve　klip　jarpayai．　vivittasayarpasapayane　carittagut－

　　tiip　jarpayai．　carit．tagutte　ya　parp　jntive　vivittaha－re　dadhacaritte　egantarae　rnokkhabhavapadivanne

　　a麟av三hakammaganthiip　nijjarei．「大徳よ，閑居坐臥の状態から，霊魂は何を生み出すのですか。

　　用田坐臥の状態から，行動の防護を生み出す。そして，行動を防護した霊魂は，別欄の食事をも

　　ち，堅圃な行動をもち，人気のないところで解脱の状態に達して，八種の業の束縛を滅する。」

27）　UttSa　（pp，　291－292）　：　‘pratisamlinab’　gurusakaSe　’nyatra　va　karyarp　vina　na　yatas　tataS　ce＄tate．

28）　SBE　45　（p．　47）：if　he　abstains　froin　quarrels　and　rows；if　he　is　eRlightened，　polite，　decent，　and

　　quiet　：　theR　he　is　called　weEl－behaved．

29）　paficasavapariRnay2　tigLitta　chasu　samjaya，　paficaniggaharpa　dhiya　niggantha　ujjudaipsi“o　（3．11）．

　　parlsahariU　danta　dhuyamoha　jiindiya，　savvadukl〈happahii3attha　pakkamanti　mahesimo　（Dasav

　　3．13）．
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このように，修行者はなし難く耐え難い行を行った後最終偶ではt自制と苦行により以前

の業を滅して，成就への道に到達して照年するという：te｝。修行者にとって，冬と夏の寒暑は

危難の一つとされて31），それに耐えねばならない。そのような積．極的な苦行の様子とともに

挙げられるpadisamllnaにも，積極的な苦行の意味合いを看取できよう。盛期の間，滞在所

に引き退いて心身を自制していることを表すとみられる32〕。一方，Utt　l　l．13のpadisarplipa

は意味が確立した語として，悟った（buddha）や蕊恥心を持つ（hrlmat）と同じくss），比

丘の優れた性質を表す語として耀いられている印象を受ける。

　　2　その他の関連語形

　　その他の関連語形として，古贋と雷われるAyarahga第1篇にもみられるalllnaと、　a111－

paとともに複合語の申で用いられているpalipa（Dasav　8．40）がある。

　　　　savva璋hasam　pariccajja　al韮i4agutto3’t＞parivvae．（Ay　I．3．3．3（p．161、1！））35）

　　　　あらゆる笑いを放棄して，制御し防護したものは，歩き囲るべし。

　　　　keslkumarasamape　goyame　ya　iinahayase，

　　　　ubhao　vi　tattha　vihariipsu　al晦a36｝susamahiy農（Utt　23．9）37）

　　　　若い沙門のケーシしと，大きな名声をもつゴーヤマは，制御しよく集中して，双方とも

　　　　そこに滞在していた。

　　　　rainiesu　vinayam　paufije　dhuvasilayarp　sayayapa　［na］3S）　havaejja一，

　　　　kummo　vva　allikapaliBagntto　parakkamejja　tavasarpjamammi．　（Dasav　8，40）

30）　dukkara－im　karetta4ar￥）　dussahairp　sahettu　ya，　ke　ettha　deval〈ogesu　kei　sijjhanti　niyaya　（3．14）．

　　khavitta　puvvakammaim　samjamerpa　taverpa　ya，　siddhimaggama“uppatt2　taiBo　parinivvuda

　　　（Dasav　3，15），　tti　bemi，

31）22の法数にまとめられた危難（parlsaha）の嬬コに，暑さ，寒さが含まれ．ている。　Cf．　Utt　2．4－2．7．

32）　注釈は感官と非感窟が退く（搾制される）ことに欝及してる。DasavCU（p．63＞：sada呈単一

　　diya－noipadiyapadisamallipa　visesepa　sinehasamgkattaparihararpatthafyi　pivataiatapagata　vasasu

　　padisarpllpa　na　gam2pLigamarp　datlljar轟t圭．　DasavKa：‘saiplina「三ty　ek話rayast盤農bkavanti．

33＞kriについては河崎2008：272－277を参照。

34）　SIIafika’s　comrn，　（p．　｝！2）　：　maryadayendriyanSrodhadikaya　linak　alino　gttpto　manovakl〈ayakar－

　　inabhih　kttrmavad　va　samv＃tagatrak　allnaS　casau　guptaS　c2iinaguptat　sa　evainbhCitat　．

35）諸訳は次の通り。SBE　22（p．331．5）：Giving　up　all　gaiety，　circumspect　and　restrained，　oRe

　　shouid　lead　a　religious　iife．　Worte　Mahdiviras　（p．　84）　：　alie　Freude　meidend　soli　er　eiBgezogen　Lmd

　　achtsam　als　MOnch　wanderR．　Aptro　（p．！7e）　AbandoRing　a｝1　kinds　of　（frivolities　such　as）

　　laughter　etc．　and　subjugating　the　senses　and　disciplining　the　mind　speech　and　body，　he　should　｝ead

　　the　ISfe　of　an　ascet．ic．　1＝Ay　1．　5．6　（26，　7）　：　ih’　ararnafp　parinnaya　alli￥agutto　parivvae．

36）　UttSa　（p，　75）　：　ailiRa　tti　alinau　manovakkayaguptav　aSritau　va　prakramat　tasyam　eva　puri　yadva

　　alinau　pythagavasthanena　parasparam　agai＄tau．　．　．

37）　SBE　45　（p．　！20）　：　The　young　Sramapa　Kegi　and　the　famous　Gautama，　both　lived　tkere，　protecting

　　themselves　〈by　the　Guptis）　and　being　cayeful．

38）　naは，　Leuma登nの校海幽版では採用され．ていないが，　C［lrlltiとHaribhadraの子音，　Jaina　Agama

　　Series，　Navasutt麺では，　naを入れるので後者の読みに従っている。
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　　宝勝の人々に於いて規律を用うべし。堅田なる守戒の性を，常に棄てしむるなかれ。亀

　　の邸に住し（alina）隠れ（pralina）護らるる如くt苦行と摺貝とに於いて秀いずべし

　　口唱2講…！968：113］Q

　　hattham　p2yam　ca　kayaip　ca　papihaya　jiindie，

　　alli＊agutte3”）　nisie　sagase　gurupo　iinuni　（Dasav　8．44）

　　諸語に打ち克ちて，手と足と身体とを制し，牟尼は（世聞，外物と0））接触（allina＝

　　alina）より守られて，師の近くに坐すべし1松濤／968：！！3］。

　まず，allinaの語形について注釈はSkt　alinaに還元して動詞a、／llに由来する語とみる’lo｝。

一方，Schubringは否：定辞a～と、／vl亙‘to　press　down，　to　crush’との複合語とみる〔Schubring

1920二102］。後者の妥当性については，バラモン文献における、！vllと結びつく前接辞の耀

例を検討する必要もあり，その作業は別の機会にすることとして，以下ではひとまず注釈に

従ってall恥aはa、儒に由来する語形とみておきたい。

　allipaは，後には使われなくなったようでその用例数は限られている。単独で用いられ

て，「よく集中した（susamahita）」と同様に優れた比丘の資質を表す語と理解される（Utt

23．9）。そして，「防護した（gupta＞」と複合語を作り，後者と類似する意味を表すとみられ

る。さらに，「行の抑制（acarapranidhi）」という章題のDasaveyaliya　8．40”ではpah纂aと

対になり「防護した（gupta）」を二分とする複合語となり，亀の動きとも対応すると理解

される。亀の喩は仏典やバラモン文献でも粥いられて，腿肢と頭尾を甲羅に収める亀の動

きを用いて，意や感官の制御を説くか、或いは、その具体的な方法を示すものである［谷川

！994：！22－128］。Dasav　8．40の注によれば亀が四肢と頭尾を甲羅に収めては，ゆっくり

と伸ばすように，修行者は，感窟の働きと体の動きを樹卸して防護し，注意のためにそれ

らを動かして防護することをall取apa1加aguttaは意味する41｝。この亀の例えば，前述

のViyahapa阜阜atti　25．7（Aup§30）にもみられる。そこでは，　padisapallrpataの内容を次の

4つに分ける。二三の・汚濁の・行為のpadisa願海ataと42｝，閑居坐臥を1羽いることであ

39）　DasavCtt　（196，　8）　：　al｝lvo　patidaramanasarpRe　［gutto］　magasa　guruvayarpe　uvayutto　vayae

　kajjacodarpaparo．　，　．

40）　Pali語においてもa1圭lya宅i㎜a－Ilyateとされa、41に舶来するとみられている£Geiger　1943：132］。

　また，否定辞a一とllnaの複合語aHnaもみられるが，　allina（al．ノ．｝i）とalina　“k使い分けられている。

41）　DasavCU　（！95，　6－9）　：　kummo　kacchamo，　jadkE－i　so　sajlvitaparipalaljatthamaipgani　kabhalie

　samharati，　gamapatikararpe　ya　sapiyapa　pasareti，　taha　sadhrk　vi　saipjamakadahe　irpdiyappayararp

　kayacetthapa　niyupabhiana　alli￥agutto，　karane　jatal）ae　tapi　ceva　pavattayaipto　paEI“agutto，

　guttasaddo　patteyaip　parisamappati．

42）　Viy　25，7　sU　211　se　1〈ipa　tam　padisargilirpaya？　padisamEk］aya　cauvviha　paimatta，　tani　jaha　一

　lpadiyapadisaiplipaya　kasayapadisamplli）ayit　jogapadisatpiiBaya　vivittasayai｛asaiitasevapaya．

　　sU　2！2　se　1〈iip　tam　iipdiyapadisapalltpaya？　iipdiyapadisamilpaya　pamcaviha　pannatta，　tam　jaha　一

　sotiipdiyavisayapayarapiroho　va，　soiipdiyavisayappattestt　va　atthesu　ragaddosaviniggaho　；　．　，　．　se

　ttam　imdiyapadisaiplipay2．　（c£　Thana　5．2　sU　427）

　　sG　213　se　kiip　tam　kasayapadisapalMaya？　kasayapadisarplinaya　cauvvihA　panRatta，　taipjaha　一　／i
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る43）。これらの中で，行為のpadisam｝igataは，意・口・身の3つに分けられて’1’l／，身のpa－

disaipllDataの説明の中に亀の例えが用いられる45）。

お　わ　り　に

　パーリ仏典における前接辞＋VIIとその派生語の用例は，ジャイナ聖典における用例数よ

りかなり多い。prati－saniVliは「退く」を意味し，退くという行為は，心身の動きにおける

何らかの制御を伴うことが推察される。これは日常的な場隣で使用されるpatisallanaの例

（Ja　IV　504）からも確認される。また，退くことと瞑想することが一連の文脈で用いられる

用例も多い。退くことにともなって，心身が抑剃されて縷想するに相応しい状態になると理

解されようQ

　ジャイナ聖典における酋と前接辞の使周例は限られている。その中で，padisamliBataは

6種の外的苦行の一つを表す術語であるが，Utt　30．28やViy　25．7とその平行箇所では「閑

居坐臥（viviktasayanasana）こを用いること］」という説明がされる。閑屡に退くとともに，

x
　　kohodayaniroho　va，　udayappattassa　va　kohassa　viphalikararparg｝　evamp　java　lobhodayaniroho　va

　　udayapattassa　va，　lobhassa　vipltallkaragam，　se　ttam　kasayapactisapallgaya．　（cf．　Tharpa　4，2　sU　278＞

　　「21！．制御とは何かa四種の制御が知らしめられた。それは以下の逓り。感官の1劉御，汚濁の制

　　御，行為の制御，離れた野臥を用いることである。2i2．感窟の希ll御とは何か。五種の画工の制御

　　が知らしめられた。それは以下の生り。葺という感官が上鞘に働きかけることを妨げること，或

　　は，耳という感宮の対象［領域ヨに鋼達した対象に対する，愛着と嫌悪を抑1劉すること。［N，鼻，

　　雪，触についても岡様］これらが感官の制御である。213．汚濁0）1劉御とは何か。四種の汚濁の制

　　御が知らしめられている。怒りが起こることを避けること，或は，起こった怒りの効果をなくす

　　こと。こ窩慢（maoa）と欺騰（maya）についても岡様3蜜欲が起こることを避けること，或は，

　　起こった寅欲の効果をなくすこと。これらが，汚濁の劇御である。」

43）四番目の隠居坐臥を用いることはfUtt　30．28が説明するsa導鋤ataの内容に対応する。省略を

　　用いてないAupapatika§30　VI．4（p．40）を挙げる。　jaB　1）am　arfimesu　ull的esu　devakulesu

　　sahtisu　pavasu　paniyagihesu　pa“lyasalci　su　ittklpasupai？dagasamsattavirahiyasu　vasahisu　phasuesa一

　　阜ijjarp　plcthaphalagasejjasapatharagaip　uvasampajjittaBam　viharai．「國林で，庭園で，轡院で，集

　　会場で，湿った所で，店で，市場で，女性と家畜と黄門がまとわりつくことのない滞在場所で，

　　適切な施物を，骨子・長椅子・寝台・敷布を得て，過ごす。」

44）　V1y　25．7　sCi　214　se　kipa　taip　jogapadisaiplinaya？　jogapadisamliBaya　tiviha　pannatta，　tapa　jaka　一

　　akusalamaqaniyoho　v2，　kusalaiiiatpattdiyai3am　va，　manassa　va　egattibhtivakarapapa，　akusaravainiro－

　　ho　vゑ，　kusalavaiudirapa珊va，　vaie　va　egattlbhavakarapa単．「2圭4．行為の湖御とは何か。3種の行

　　為の制御が知らしめられている。それは以下の通り。好ましくない意を避けること，或は，好ま

　　しい意を起こすこと，或は，意が一つとなった状態を作ること。好ましくない欝葉を避けること，

　　或は，好ましい欝葉を起こすこと，或は，言葉において一つとなった状態を作ること。」

45）　Viy　25．7　sU　2！5　se　kim　tapa　kayapadisaipligaya”　？　kayapadisaipE￥aya　jam　“amp　susamahiyapasapa－

　　ta－sahariyapapipae　kummo　iva　gLlttipa（気e　alllpe　palllエJe　ci纏難ai．＄e　ttalp　kayapadisarp這阜aya　se£ta単

　　jogap麟isa麹31恥aya．「身体の制御とは何か。身体の鋼御とは，よく集串して静まり揮制された手足

　　を持つ亀の如く，防護された感宮を持ち，制御し〔ゆっくりと］動くもの。それが，身体の制御

　　である。以上が行為の制御である。」
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感官や三口身を制御しなければならない。Dasav　3．12の，　padisalplinaは，雨期に滞在所に

引き退いて心身を制御する修行者を表していて，Pali　patisallana（”ina）の使い方と共通す

る。しかし，絹いられる文脈には違いがみられる。Pali　patisallanaが瞑想（dhyana＞と関

わる用例が多いのに対して，Dasav　3章では，五つの漏入を絶つことや，五根を制御するこ

とや，parlsahaという語で表される諸々の危難に耐えることを説く中でpadisaiplinaは用い

られて，padisamlinaにも同様の苦行的な意味合いが看取されよう。

　このような違いは，瞑想を重視する仏教と，行為一般を意・ロ・身に分類してその制御を

ときつつ身体の行為を重視し，身体でもって諸々の危難に触れて耐えることが苦行であり，

業を滅するのに有効であるとするジャイナ教の立場の違いを反映すると思われる。

　なお，ジャイナ聖典におけるa｝Ilnaの還元されるサンスクリット語形の検討は残された課

題である。今後は，バラモン文献におけるVvliと～〆h，およびその派生語やvivikta§ayana－

sanaの用例も検討し比較することで，ジャイナ三層聖典における心や意の制御について考

察を進めたい。
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